
40水の文化 47『つなぐ橋』 2014／6

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
石
橋

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
を
観
て
い
る
と
、
ア

ー
チ
石
橋
が
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

『
哀
愁
』
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
下
、
テ
ー

ム
ズ
川
に
か
か
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
橋
の
高

欄
に
寄
り
か
か
り
、
ロ
バ
ー
ト
・
テ
イ
ラ

ー
の
演
じ
る
将
校
が
、
ビ
ビ
ア
ン
・
リ
ー

が
演
じ
る
踊
り
子
レ
ス
タ
ー
の
こ
と
を
想
い

出
す
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
。
悲
恋
物
語
で

あ
り
、
佐
藤
清
著
『
橋
と
の
出
会
い
』（
朱
鳥

社
２
０
０
６
）
に
描
写
さ
れ
て
い
た
。

ア
ー
チ
石
橋
の
技
術
は
、
紀
元
前
一
世

紀
ご
ろ
ロ
ー
マ
に
架
け
ら
れ
た
の
が
始
ま
り

と
い
う
。
こ
れ
が
ロ
ー
マ
帝
国
の
欧
州
制

覇
に
つ
れ
て
各
国
に
拡
が
っ
た
。
中
国
で

は
、
紀
元
６
１
０
年
ご
ろ
逍
州
橋
が
架
け

ら
れ
、
そ
の
後
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
。

成
瀬
輝
男
著『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
橋
も
の
が
た
り
』

（
東
京
堂
出
版
１
９
９
９
）
に
は
、
橋
梁
施
工
に
携

わ
っ
た
筆
者
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ヴ
ィ
ニ

ョ
ン
橋
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
導
火
線
に

な
っ
た
ボ
ス
ニ
ア
の
サ
ラ
エ
ボ
の
橋
、
ノ

ー
ベ
ル
賞
受
賞
小
説
の
舞
台
と
な
っ
た
ポ
ス

ニ
ア
の
ド
リ
ナ
の
橋
、
ト
ル
コ
の
ミ
マ
ー

ル
・
シ
ナ
ン
の
架
け
た
橋
な
ど
を
綴
る
。

ウ
ィ
ル
バ
ー
・
Ｊ
・
ワ
ト
ソ
ン
、
サ
ラ
・

ル
ー
ス
・
ワ
ト
ソ
ン
著
『
歴
史
と
伝
説
に
み

る
橋
』（
建
設
図
書
１
９
８
６
）
は
、
虹
の
橋
、
悪

魔
の
橋
、
聖
者
の
橋
、
橋
上
の
礼
拝
堂
、

生
命
の
橋
、
戦
の
橋
、
橋
上
パ
レ
ー
ド
、

平
和
の
橋
、
屋
根
の
あ
る
橋
の
章
か
ら
な

る
。
中
世
の
橋
は
塔
や
礼
拝
堂
を
そ
な
え

て
い
る
。
そ
れ
は
便
利
さ
と
橋
の
よ
う
な

と
こ
ろ
は
悪
魔
を
追
い
払
う
効
果
が
あ
っ
た

と
い
う
。
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
橋
上
礼
拝
堂
、

ヨ
ー
ク
の
橋
上
礼
拝
堂
、
ウ
ェ
ー
ク
フ
ィ

ー
ル
ド
橋
上
の
聖
マ
リ
ア
礼
拝
堂
、
ロ
ザ

ラ
ム
橋
の
礼
拝
堂
を
掲
載
、
橋
の
入
口
に

は
立
派
な
城
門
を
置
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
石
橋

同
様
に
礼
拝
堂
橋
、
戦
橋
、
屋
根
つ
き

橋
に
関
す
る
三
谷
康
之
著
『
事
典
・
イ
ギ
リ

ス
の
橋
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
２
０
０
４
）
は
、
橋

が
登
場
す
る
英
文
学
の
作
品
を
網
羅
す
る
。

デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
の
『
大
い
な
る
遺
産
』
で

は
、
主
人
公
の
ピ
ッ
プ
が
テ
ー
ム
ズ
川
で

ボ
ー
ト
の
練
習
に
励
む
場
面
で
、
ロ
ン
ド

ン
橋
の
表
現
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
バ
ッ

ク
橋
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
に
架
か
る
バ
イ

ブ
ル
ッ
ク
川
に
架
か
る
15
世
紀
の
橋
で
あ
る
。

ワ
イ
ル
ド
の
童
話
『
幸
福
な
王
子
』
の
中

で
、
バ
ッ
ク
橋
の
下
で
、
貧
し
く
て
住
む

家
も
な
い
二
人
の
男
の
子
が
空
腹
に
耐
え
て

い
る
描
写
が
あ
る
。
テ
ー
ム
ズ
川
は
ロ
ン

ド
ン
に
全
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
富
が
集
ま
る
所

で
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
な

河
川
で
あ
る
。
小
川
和
彦
著
『
テ
ム
ズ
川
橋

も
の
が
た
り
』（
武
蔵
野
書
房
２
０
０
６
）
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
石
橋

小
林
一
郎
著
『
風
景
の
中
の
橋
—
フ
ラ
ン

ス
石
橋
紀
行
』（
槇
書
房
１
９
９
８
）
で
、
著
者
は

フ
ラ
ン
ス
で
は
橋
と
い
え
ば
基
本
的
に
は
石

橋
で
あ
っ
て
、
石
橋
と
い
え
ば
自
分
の
故

郷
の
石
橋
で
、
そ
の
石
橋
は
個
性
的
で
、

ど
の
橋
も
周
囲
の
風
景
と
調
和
し
て
美
し
い

点
で
共
通
す
る
と
い
う
。
サ
ン=

ミ
シ
ェ
ル

橋
、
イ
エ
ナ
橋
、
ポ
ン=

ヌ
フ
橋
の
変
わ
ら

ず
に
存
在
す
る
故
郷
の
美
し
い
文
化
と
市
民

生
活
を
描
い
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ

て
は
、
セ
ー
ヌ
川
は
欠
か
せ
な
い
川
で
あ

る
。
渡
辺
淳
著
『
パ
リ
の
橋
』（
丸
善
ブ
ッ
ク
ス

２
０
０
４
）
、
泉
満
明
著
『
橋
を
楽
し
む
パ
リ
』

（
丸
善
１
９
９
７
）
、
小
倉
孝
誠
著
『
パ
リ
と
セ
ー

ヌ
川
』（
中
公
新
書
２
０
０
８
）
、
尾
田
栄
章
著

『
セ
ー
ヌ
に
浮
か
ぶ
パ
リ
』（
東
京
図
書
出
版
２
０
０

４
）
を
あ
げ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
石
造
ア
ー
チ
橋
と
日
本
の

眼
鏡
橋
を
論
じ
た
太
田
静
六
著
『
眼
鏡
橋
—

日
本
と
西
洋
の
古
橋
』（
理
工
図
書
１
９
８
０
）
は
、

実
際
に
踏
査
し
て
、
写
真
集
と
実
測
図
か

ら
な
る
最
初
の
本
格
的
な
石
橋
の
書
で
あ
る
。

中
国
の
書
、
英
伸
三
著
『
上
海
放
生
橋
故
事
』

（
ア
ー
ト
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
２
０
０
１
）
は
、
上
海
市
青
浦

区
朱
家
角
鎮
に
あ
る
運
河
に
架
か
る
ア
ー
チ

橋
で
あ
る
。
こ
の
橋
は
明
の
時
代
１
５
７

１
年
に
建
設
さ
れ
、
の
ち
清
の
中
期
１
８

１
４
年
に
修
復
再
建
さ
れ
た
。

日
本
の
石
橋

日
本
の
石
橋
研
究
者
の
第
一
人
者
で
あ
る

山
口
祐
造
著
『
石
橋
は
生
き
て
い
る
』（
葦
書

房
１
９
９
２
）
は
、
石
橋
に
関
す
る
バ
イ
ブ
ル

書
と
い
え
る
。
長
崎
興
福
寺
第
二
世
如
定

に
ょ
じ
ょ
う

は
、
寛
永
11
年
（
１
６
３
４
）
中
島
川
に
日

本
初
の
眼
鏡
橋
を
架
け
た
。
そ
の
後
20
橋

が
架
け
ら
れ
た
。
柱
の
な
い
堅
牢
な
橋
を

見
た
長
崎
奉
行
所
勤
務
の
藤
原
林
七
は
、

密
か
に
石
造
り
の
技
法
を
学
び
た
い
と
外
国

人
に
近
づ
く
が
、
奉
行
所
に
露
見
、
熊
本
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口
橋
、
栗
林
橋
な
ど
を
上
流
、
下
流
か
ら

撮
り
、
長
さ
、
径
間
、
石
質
、
竣
工
日
、

石
工
名
を
丁
寧
に
表
示
す
る
。
こ
れ
ら
の

石
橋
は
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、

橋
本
勘
五
郎
が
指
導
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
24
年
７
月
九
州
北

部
豪
雨
に
よ
っ
て
多
く
の
橋
が
損
傷
し
た
。

大
分
・
熊
本
の
石
橋

大
分
の
石
橋
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

農
民
の
年
貢
搬
送
の
難
儀
に
対
し
、
庄
屋

た
ち
が
資
金
を
集
め
て
造
っ
た
も
の
で
あ
り
、

耐
久
、
耐
重
性
に
富
む
。
岡
崎
文
雄
著

『
大
分
の
石
橋
記
念
碑
』（
双
林
社
１
９
９
４
）
、
大

分
の
石
橋
を
研
究
す
る
会
編
・
発
行
『
お
お

い
た
の
石
橋
』（
２
０
０
０
）
、
岡
崎
文
雄
、
薬

師
寺
義
則
著
、
高
山
淳
吉
写
真
『
魅
せ
ら
れ

て
里
の
石
橋
た
ち
』（
高
山
總
合
工
業
１
９
９
３
）
、

同
『
伝
え
た
い
ふ
る
さ
と
の
石
橋
』（
高
山
總
合

工
業
１
９
９
６
）
が
あ
る
。
三
光
村
泰
源
寺
橋
、

本
耶
馬
渓
町
耶
馬
渓
橋
、
羅
漢
寺
橋
、
院

内
町
御
沓
橋
、
別
府
市
久
保
鶴
橋
、
緒
方

町
柚
木
寺
原
橋
な
ど
を
捉
え
る
。

熊
本
の
石
橋
に
つ
い
て
は
、
熊
本
日
日

新
聞
社
編
・
発
行
『
熊
本
の
石
橋
３
１
３
』

（
１
９
９
８
）
で
全
体
像
を
捉
え
て
い
る
。
個
別

的
に
は
、
一
村
一
博
著
『
霊
台
橋
』（
熊
日
情
報

セ
ン
タ
ー
２
０
１
１
）
、
通
潤
橋
に
つ
い
て
、
笹
原

佗
介
著
『
自
治
之
亀
鑑
為
政
之
権
化
布
田

保
之
助
惟
暉
翁
傳
』（
布
田
翁
遺
徳
顕
彰
会
１
９
３
８
）
、

矢
部
町
通
潤
地
区
土
地
改
良
区
編
・
発
行

『
通
潤
橋
架
橋
１
５
０
周
年
記
念
誌
』（
２
０
０

４
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
渡
祇
園
橋
と
町

山
口
川
の
環
境
を
守
る
会
編
・
発
行
『
国
重

文
の
祇
園
橋
』（
１
９
９
８
）
は
、
わ
が
国
唯
一

の
十
連
石
桁
橋
で
あ
る
。

鹿
児
島
の
石
橋

鹿
児
島
の
石
橋
は
、
甲
突
川

こ
う
つ
き
が
わ

に
江
戸
期

に
架
け
ら
れ
た
新
上
橋
、
西
田
橋
、
高
麗

橋
、
武
之
橋
、
玉
江
橋
の
五
大
石
橋
で
、

薩
摩
藩
の
命
に
よ
り
、
肥
後
の
岩
永
三
五

郎
が
架
け
た
。
こ
れ
ら
の
石
橋
も
ま
た
、

平
成
５
年
８
月
の
鹿
児
島
市
を
中
心
と
し
た

記
録
的
な
豪
雨
で
損
傷
し
た
。
小
説
と
し

て
、
森
光
宏
の
『
眼
鏡
橋
—
調
所
と
三
五
郎
』

（
東
京
図
書
出
版
２
０
０
４
）
が
あ
り
、
樋
渡
直
竹
、

木
原
安
妹
子
著
『
か
ご
し
ま
西
田
橋
—
甲
突

川
最
後
の
五
大
石
橋
』（
南
方
新
社
１
９
９
５
）
、

樋
渡
直
竹
著
『
石
橋
幻
影
　
甲
突
川
か
ら
消

え
た
鹿
児
島
五
大
石
橋
』（
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
ル
鹿
児
島

社
１
９
９
６
）
、
日
本
の
宝
・
鹿
児
島
の
石
橋
を

考
え
る
全
国
連
絡
会
議
編
『
歴
史
的
文
化
遺

産
が
生
き
る
ま
ち
—
鹿
児
島
・
甲
突
川
の
石

橋
保
存
を
め
ぐ
っ
て
』（
東
京
堂
出
版
１
９
９
５
）

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
書
と
し

て
、
北
脇
義
友
著
『
岡
山
の
石
橋
』（
日
本
文
教

出
版
２
０
０
７
）
、
和
歌
浦
を
考
え
る
会
編
・
発

行
『
和
歌
の
浦
　
不
老
橋
』（
１
９
９
２
）
を
あ

げ
る
。

以
上
、
石
橋
・
眼
鏡
橋
の
書
を
み
て
き

た
。
集
落
の
人
々
が
そ
の
集
落
の
川
を
利

用
し
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
く
よ
う
な
川

を
里
川
と
呼
ぶ
。
素
朴
な
石
橋
は
、
里
川

に
架
か
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
里
橋
と

言
え
る
。
石
橋
・
眼
鏡
橋
の
あ
る
風
景
は
、

人
々
に
安
ら
ぎ
を
醸
し
出
し
、
水
の
歴
史

と
文
化
を
生
み
出
す
原
動
力
で
も
あ
る
。

〈
俥
屋

く
る
ま
や

と
月
の
出
を
待
つ
眼
鏡
橋
〉

（
北
園
逸
子
）

の
種
山
に
逃
れ
、
農
民
と
な
り
な
が
ら
、

石
橋
架
設
の
技
法
を
習
得
。
そ
の
技
法
は

息
子
の
三
五
郎
に
伝
え
ら
れ
、
全
国
に
拡

が
っ
た
。
山
口
祐
造
、
戸
井
田
道
三
著
『
日

本
の
石
橋
』（
平
凡
社
１
９
９
６
）
は
、
天
に
架
か

る
虹
に
も
似
た
石
造
ア
ー
チ
橋
を
、
昭
和

32
年
の
諫
早
水
害
に
よ
っ
て
復
元
し
た
諫
早

眼
鏡
橋
、
現
川

う
つ
つ
が
わ

の
石
橋
群
、
霊
台
橋
、
沖

縄
の
石
橋
を
旅
す
る
。
榊
晃
弘
写
真
、
戸

井
田
道
三
解
説
『
眼
鏡
橋
』（
葦
書
房
１
９
８
３
）

は
、
九
州
の
石
橋
群
に
加
え
て
、
島
根
五

百
羅
漢
橋
、
和
歌
山
不
老
橋
、
京
都
円
通

橋
、
石
川
図
月
橋
、
東
京
常
盤
橋
、
福
島

松
川
橋
、
山
形
覗
橋
、
堅
盤
橋
を
撮
り
、

石
橋
の
技
法
が
東
北
ま
で
拡
が
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
前
田
正
彦
著
・
発
行
『
眼
鏡
橋
』

（
１
９
９
２
）
は
、
全
国
の
石
橋
を
歩
き
、
ス
ケ

ッ
チ
す
る
。
著
者
は
そ
の
ま
え
が
き
で

「
構
造
的
に
言
え
ば
、
眼
鏡
橋
と
は
リ
ン
グ

状
に
積
み
上
げ
た
石
橋
の
こ
と
で
、
上
部

か
ら
の
荷
重
を
垂
直
方
向
の
圧
縮
力
と
し
て

の
石
の
接
触
面
に
伝
え
、
水
平
方
向
に
広

が
ろ
う
と
す
る
力
を
相
互
の
摩
擦
力
に
よ
っ

て
抑
え
、
橋
の
安
定
を
保
っ
て
い
る
橋
の

こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
円
周
率
π=

３
・
１
４
１
５
…
の
計
算
に
基
づ
い
て
、

石
の
大
き
さ
、
形
を
決
め
、
石
を
精
密
に

削
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

九
州
の
石
橋

石
橋
は
ほ
と
ん
ど
が
九
州
地
方
に
存
在
す

る
。
山
口
祐
造
著
『
九
州
の
石
橋
を
た
ず
ね

て
（
前
篇
）』（
昭
和
堂
印
刷
１
９
７
４
）
に
よ
れ
ば
、

長
崎
の
中
島
川
に
架
か
る
石
橋
群
は
、
中

国
人
や
住
民
の
寄
付
に
よ
っ
て
架
け
ら
れ
た
。

同
『
九
州
の
石
橋
を
た
ず
ね
て
（
中
編
）』

（
１
９
７
６
）
は
、
農
民
た
ち
の
年
貢
輸
送
の
便

宜
の
た
め
に
架
け
ら
れ
た
豊
岡
橋
、
馬
門

橋
、
霊
台
橋
な
ど
の
熊
本
県
の
石
橋
物
語
、

さ
ら
に
永
安
橋
、
西
田
橋
、
高
麗
橋
な
ど

主
に
薩
摩
藩
が
主
導
し
て
造
ら
れ
た
鹿
児
島

県
の
石
橋
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
同
『
九

州
の
石
橋
を
た
ず
ね
て
（
後
編
）』（
１
９
７
６
）

は
、
農
民
の
年
貢
輸
送
の
た
め
に
庄
屋
た

ち
が
架
設
し
た
岩
戸
橋
、
小
月
橋
、
千
載

橋
な
ど
の
大
分
県
の
石
橋
物
語
、
終
わ
り

に
宮
崎
県
、
佐
賀
県
、
沖
縄
県
に
関
す
る

石
橋
を
丹
念
に
綴
っ
て
い
る
。

長
崎
・
福
岡
の
石
橋

長
崎
の
石
橋
に
つ
い
て
は
、
片
寄
俊
秀
、

村
田
明
久
編
『
長
崎
中
島
川
と
石
橋
群
』

（
観
光
資
源
保
護
財
団
１
９
７
７
）
は
、
歴
史
的
景
観

の
保
全
と
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
石

橋
の
架
設
か
ら
町
の
変
遷
を
環
境
の
面
か
ら

論
ず
る
。
昭
和
57
年
７
月
、
長
崎
は
大
水

害
に
遭
遇
し
２
９
９
人
が
亡
く
な
っ
た
。

中
島
川
の
石
橋
群
も
損
傷
し
た
。
そ
の
後

の
復
興
は
、
中
島
川
の
両
岸
に
放
水
路
が

建
設
さ
れ
、
石
橋
群
も
復
元
さ
れ
た
。
中

島
川
復
興
委
員
会
日
本
リ
ア
リ
ズ
ム
写
真

集
団
長
崎
支
部
編
・
発
行
『
写
真
集
　
長
崎

の
母
な
る
川
—
中
島
川
と
石
橋
群
』（
１
９
８
３
）

が
あ
る
。

福
岡
の
石
橋
は
、
筑
後
川
水
系
小
石
原

川
の
支
川
で
あ
る
野
鳥
川
に
架
か
る
一
連
の

石
橋
に
つ
い
て
、
山
口
祐
造
著
『
秋
月
眼
鏡

橋
物
語
』（
秋
月
郷
土
館
１
９
７
９
）
に
く
わ
し
い
。

長
崎
の
石
工
た
ち
に
よ
っ
て
文
化
７
年
（
１

８
１
０
）
に
竣
工
し
た
。
馬
場
紘
一
著
・
発

行
『
伝
え
た
い
ふ
る
里
の
石
匠
の
技
—
福
岡

県
南
地
方
の
石
橋
』（
１
９
９
８
）
は
、
主
に
矢

部
川
の
石
橋
、
宮
ヶ
原
橋
、
洗
玉
橋
、
寄


